
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

セーフティファーストでの作業を呼びかける署長（右）       塩飴や製氷機、空調設備が設置された 

熱中症防止ハウスを視察する署長（右） 

              

土浦労働基準監督署（署長 中村 剛）は、第９７回全国安全週間（７月１日

から７月７日まで）の実施に合わせ、本週間を事業場の安全管理を再確認する実

効ある機会とするため、本日令和６年７月２日（火）、株式会社安藤・間様にご

協力いただき、量子・AI 融合技術ビジネス開発グローバル拠点（仮称）整備事

業に係る建設現場において署長パトロールを実施しました。 

当日は、足場からの墜落防止措置及び職長安全衛生責任者教育の実施等の安全

管理実施状況のほか、熱中症の予防に係る取り組み等について適切に実施されて

いることを確認し、今後も全国安全週間が実効あるものとなるよう呼び掛けまし

た。 

皆様の事業場におかれましても、死亡災害を発生させない取り組みを行うこと

はもとより、労働災害の未然の防止及び熱中症の予防等、全国安全週間が有意義

な週間となるよう、この機に日頃の安全管理に対する総点検の実施をお願いいた

します。 

今後も当署では、実効ある安全衛生管理の徹底を呼び掛けてまいります。 

当日御協力いただいた株式会社安藤・間の皆様及び関係労働者の皆様、誠にあ

りがとうございました。  

【担当部署】土浦労働基準監督署 安全衛生課 029-８8２-7021 

第 9７回全国安全週間署長パトロールを実施！！ 
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